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2022年度第1回JECコード表分科会 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2022年9月22日（木）14:00～16:00
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　幸田　周平
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　徳　　正芳
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　関野　彬史 　 株式会社JSOL
正　会員　　木村　拓也　　富士通Japan株式会社
賛助会員    川内　晟宏  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者10名
４．議事概要　
2022年度第1回JECコード表分科会は、以下の議事を行った。
（資料：コード分科会2022-1-01第1回JECコード表分科会議事次第）
４－１．JEC共通コード表の整備
　資料に基き、第2回業界横断EDIタスクフォースで課題とされたJECコード表につき次の観点から審議が行われた。
· JECが管理すべきコード表（含むID表）は何か。

· JECより公開すべきコード表（UNECEサブセットを含む）は何か。
· ドメインコード表はJECとして公開すべきか。
· サブセット化したコード表について、バージョン管理をどうするか（前TFでの指摘事項）。
· 具体的コード表のコード値の検討。
（資料：コード分科会2022-1-02 JEC共通コード表V6（案）
【審議】
· JECが管理すべきコード表（含むID表）は何か、JECより公開すべきコード表は何か、それらを公開し、どのように管理するのか不明確ではないか。
(コード表及びコード値の公開・管理については、ルールブック「国連CEFACT標準準拠／コード及びコード表の管理手順」を定め、SIPSのホームページから公開している：（http://www.caos-a.co.jp/SIPS/documents/CIEDI_CodeManagementGuide.pdf）
(しかし、国連CEFACTコード表の何についてサブセットを設定しているかなど、良く分からない点もあり、それらについてルールブックの見直しが必要であり、またJECコード管理・公開についての周知が必要。(未着手
· コード表JEC001（業界区分コード）：コード表の目的とコードが表す業界区分（ドメイン）について不明確であり、コード表の定義を記載すべき。ちなみに、当該コードは CI_ Exchanged Document_ Context. Subset_ Specified. CI_ Document Context_ Parameterとして使用している。(コード表へ反映
· コード表JEC002（プロセスタイプ区分コード）：当該コードは金融EDIとの連携のため、同一業界区分の中で異なるプロセスを識別するために設定された（例：流通BMSのデータ区分(通常取引／マージン／物流経費）。コード表にプロセスタイプとは何かの説明がほしい。当該コードはCI_ Exchanged Document_ Context. Business Process_ Specified. CI_ Document Context_ Parameterとして使用している。なお、プロセス区分は業界区分（ドメイン）ごとに異なるため、JECが統一的に管理するのは困難であり、JEC管理対象からは外したい。(プロセスタイプ区分は、業界を跨って参照したい場合があり、JECより公開してほしい。
(コード表へ反映
· コード表JEC003（金額相殺理由コード）：現在公開しているコードは、トヨタWGのスケジューリング・プロジェクトで仮に設定されたものであり、業界を跨った汎用的なものではない。金額相殺項目は業界ごとに異なると考えられ、JECで統一管理することは困難。なお、当該コードの「相殺」は、税額計算との組み合わせで取り扱いが難しく、積極的に使うことは推奨されない。必要があれば、従来のAllowance & Chargeを使う方が、税額計算等での不明確性は少ないと思われる。
(コード表へ反映
· コード表JEC004（国別税制コード）：使用する情報項目はCI_ Trade_ Tax. Local Tax System. Identifier（日本からCCL追加要求）で、税制が変更された年度を指定できるようにした。コード値の説明に「日本」を追記し、日本の税制であることを示すこととする。コード表V6で新たに追加する。(コード表へ反映
· コード表JEC005（税計算方式）：使用する情報項目はCI_ Trade_ Tax. Calcuration Method. Code（日本からCCL追加要求）で、税抜・税込／積上・割戻を指定する。コード表V6で新たに追加する。(コード表へ反映
· UN/ECEまたはISOのサブセットをJECコード表として公開する場合、コード値、コード名の他、基になっているコード説明（Description）の英語版も掲載した方が良い。(未着手
· UN/ECEまたはISOのサブセットをJECコード表として公開する時のバージョン識別子の付け方ルールを決めるべきである。なお、コード表の内容（サブセット）が変更されたら、コード表ごとに都度バージョン識別子を更新することを原則として考える。(作業中
４－２．中小企業共通EDIコード表要件
　資料に基き、中小企業共通EDIの識別コードをJECコード表に反映するか否かにつき審議が行われた。本来は、「国連CEFACT標準準拠／コード及びコード表の管理手順」に則って、所定のフォームによりJECに申請すべきものであるが、今回の申請は多岐にわたるため、中小企業共通EDI（V4）識別コード表をベースに審議を行った。
（資料：業界横断2022-2-05中小企業共通EDI標準_識別コード定義表）
· コード表JEC001（業界区分コード）：中小企業共通EDIとして、「通常取引」と「カンバン取引」の２ドメインが申請されている。今後JEC001における「業界区分」の明確な定義を行った上で、２つの区分登録を認めるか否か検討する（但し、サブドメインと言う扱いは行わない）。(業界区分は１つ、コンテキストのApplication区分で細分化
· コード表1001（文書名コード）：
· 「220 Order」のサブセット・コード追加：「105 Purchase Order」を使用する。(コード表へ反映
· 「288 Kanban schedule」サブセット・コード追加：「Shipping Instruction」を使用したい。現在の1001コード表にないため、国連CEFACTにDMRを提出する。(2023A版へDMR提出予定
· 「632 Goods receipt」サブセット・コード追加：「Receiving Advice」を使用したい。現在の1001コード表にないため、国連CEFACTにDMRを提出する。
(2023A版へDMR提出予定
· コード表5153（税タイプコード）：消費税についてのコード値をVAT（Value Added Tax）にすることで合意。(コード表へ反映
· コード表6411（単位コード）：JECコード表に掲載されていない多数のコード値の申請があった。これらは、ECALGA及び流通BMSで利用しているコードとの整合化を図ったもの。ECALGA及び流通BMSのコードの国連CEFACTコード（6411及びRecommendation 20）への対応付け一覧を作っていただけると良いと思う。
(コード表へ反映
コード表4461（支払種別コード）：電子記録債権による支払種別コードの追加要求があった。本方式は日本独自であり、全銀協とも相談の上、国連CEFACTへのコード追加要求を検討する。(2023A版へDMR提出予定
· なお、中小企業共通EDI独自のコード表（下記）についての審議は行われなかった。
Document subtype code（文書サブタイプコード）
Inspection Event Type code（検収タイプコード）
Planned delivery event type code（配送タイプコード）
CI note identification identifier（注釈識別子）
Document line status reason code（文書回答理由コード）
Document line category code（明細類型コード）
Partial delivery allowed indicator（分納可否）：Indicatorでありコード化不可
Delivery instructions handling code（納入指示コード）
Product type code（品目タイプコード）
Acknowledgement type code（回答タイプコード）：コード表1001使用
Acknoeledgement status code（回答状況コード）：コード表1225使用

４－３．その他
遠城委員より以下の提言があった。
· XMLメッセージのName Space管理につき、次回の業界横断EDIタスクフォース（11月21日）にて提案を行う。(添付資料参照
· XMLメッセージはMA（メッセージ名）+ Name Spaceで一位識別する。
以 上

　
配布資料：
コード分科会2022-1-01 第1回JECコード表分科会議事次第
コード分科会2022-1-02 JEC共通コード表V6（案）
コード分科会2022-1-03 中小企業共通EDI識別コード定義表
＊添付資料
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名前空間名の基本形

<URN> ::= "urn:" <NID> ":" <NSS>

<NID> = the Namespace Identifier

名前空間識別子

<NSS> = the Namespace Specific String.

名前空間固有文字列

国連

/CEFACT

の名前空間名の

CCBDA

に従った場合



Namespace Identifier (NID) = un



Namespace Specific String =

unece:uncefact:3055:<agency code>:<schematype>:<status>:<name>:<version>

agency code = 413SIPS

のコード管理組織番号

schematype = data | process | codelist | identifierlist | documentation

status= draft | standard XML

スキーマの定義状況

name = XML

スキーマの名前

version =

バージョン識別子（通常はメジャー番号）

名前空間名用XMLスキーマ名登録

XMLスキーマの名前の衝突を防ぐため、「XMLスキーマの名前」をSIPSが登録管理
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